
南部循環線運⾏計画（案）（令和 3 年 10 ⽉〜）の検討状況ついて

１．運⾏ルートの追加検討
前回検討した Aʻルートを基本に、⽷満市役所内に乗⼊れが可能な利便性の⾼い運⾏ルートにつ

いて検討を⾏った。３つの指標および運⾏コスト、既存路線バスとの重複率を⽐較した結果、運
⾏コストや重複率の値が僅かに増加するものの、各種カバー率は同等の⾼い評価結果となった。

ルート名 Aʼルート（前回案） Aʼ２ルート（今回案）

ルート図

特徴 
・A ルートより、⻄崎団⼯業地内と
⽷満地区の運⾏ルートを⾒直し、運
⾏コストおよび速達性等を向上

・他バスとの接続や⽷満市役所内へ
の乗⼊を考慮して⽷満ロータリー〜
市役所区間のルートを⾒直し

指標１ 
南部循環線の
利⽤者カバー 

◎ 南部循環線利⽤実績のほぼ
100％カバー ◎ 南部循環線利⽤実績のほぼ

100％カバー

指標 2 
いとちゃん

mini デマンド
利⽤者のカバー 

○ いとちゃん mini デマンド
利⽤実績の 44.6% ○ いとちゃん mini デマンド

利⽤実績の 44.6%

指標３ 
通勤・通学利
⽤者の⾒込み 

◎ ⽷満⾼校、沖縄⽔産⾼校、
⻄崎⼯業団地対応 ◎

⽷満⾼校、沖縄⽔産⾼校、
⻄崎⼯業団地、⽷満市役所

対応

追加指標 1 
運⾏コスト ◎

ルート延⻑：30.1km
運⾏コスト：約 2,360 万円 

（所要時間：88 分） 
◎

ルート延⻑：31.5km
運⾏コスト：約 2,470 万円 

（所要時間：92 分）

追加指標 2 
既存路線バスと
の重複区間⻑ 

◎ 
8.9km（ルート総延⻑にお

ける重複率：29.6%） 
※競合区間の輸送量が 150 ⼈/⽇を

超える部分
※189 番の新設を踏まえ修正

◎
9.7km（ルート総延⻑にお

ける重複率：30.8%） 
※競合区間の輸送量が 150 ⼈/⽇を

超える部分

資料４

見直し 
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1．１ 運⾏ルートの⽐較結果 
 
【⾒直し：⽷満市役所への乗⼊】 
① ⽷満市役所におけるいとちゃん mini デマンドバス停の乗降者数は 821 ⼈（R1 実績） 
② 令和２年 10 ⽉ 5 ⽇より新たに⽷満市役所内に設置されたバス停から那覇空港、国際通り⼊

⼝まで「ハーレーエクスプレス」が運⾏開始 
③ Aʼルート案（前回案）の⽷満バスターミナルから南向けでは、⽷満⾼架道路との合流部にお

ける交通規制の関係から⽷満市役所への乗⼊（右折）が不可能であったことから、⽷満市役
所へは最寄りの「潮崎⼊⼝バス停」から約 250m 程度歩いて移動する必要があった 

④ 上記を踏まえ、市⺠利便性と他市外路線バスとの接続性を向上させることを⽬的に、⽅向に
関係なく市役所内に直接バスが乗⼊可能な運⾏ルートについて追加検討を実施した 

⑤ 検討の結果、⽷満バスターミナルから⽷満ロータリーを経て、現在も南部循環線が運⾏して
いる県道 256 号（旧国道 331 号）を通り、双⼦橋から⽷満市役所へ⾄るルートとすることで、
真壁→喜屋武、喜屋武→真壁の両回りとも、南向け、北向けの計 2 回ずつ乗⼊れる事が可能
となった 

⑥ 運⾏ルートの総延⻑は約 1.4km 増加するものの、所要時間や運⾏コストの差が⽐較的⼩さい 
⑦ 増加した既存路線バスとの重複区間にはバス停が「⽷満市場前」の 1 箇所しかないことから

バス事業への影響可能性も⼩さく、運⾏事業者からの合意も得られている 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲ ⽷満市役所前の交差点における交通規制状況 

Aʼルート（南向け）の場合、前⽅の交差点を 
市役所向けに右折できない 

交差点までの距離が短いため合流部から右折⾞線
へ⾏けないようポールが設置されている 

市役所 

市役所 
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▲ Aʼルート（前回案）           ▲ Aʼ２ルート（今回案） 

 
 

  
▲ ⽷満市役所バス停（既存） 

ふくらしゃ館・⽔道部側 
 
 
 
 
 
  

市役所 

南漁港⼊⼝ 
⽷満市場前 
（既存） 

BT 

市役所 

BT 
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【運⾏コストおよび競合区間の⽐較】 
① ルート延⻑は Aʻルート（前回案）と⽐較して Aʻ２ルート（今回案）の⽅が 1.4km ⻑くなり、

所要時間が 3 分増となる 
② 運⾏コストは Aʻ２ルートの⽅が１年あたり約 110 万円⾼くなる 
③ 既存路線バスとの競合区間は Aʻ２ルートの⽅が約 0.8km ⻑くなり、重複率が約 1.2％増加し

て約 30.8％になる（競合区間が 50％以上になった場合、沖縄県⽣活バス路線確保対策補助⾦
の算定にあたり県負担分の減額対象となる） 

Aʻルート（前回案） Aʼ２ルート（今回案） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

運⾏コスト試算 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※平均⽀払運賃は運⾏事業者の設定値に基づく 

運⾏コスト試算 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※平均⽀払運賃は運⾏事業者の設定値に基づく 

・ルート延⻑：30.1km 
・運⾏コスト：約 2,360 万円 
・所要時間：88 分 
 ※現⾏の南部循環線の通勤・通学時間帯の運⾏速度

（20.6km/h）より試算 

・既存路線バスとの競合区間：8.9km 
（ルート総延⻑における重複率：29.6%） 

・ルート延⻑：31.5km 
・運⾏コスト：約 2,470 万円 
・所要時間：92 分 
 ※現⾏の南部循環線の通勤・通学時間帯の運⾏速度

（20.6km/h）より試算 

・既存路線バスとの競合区間：9.7km 
（ルート総延⻑における重複率：30.8%） 

：既存路線バスとの競合区間 
※競合区間の輸送量が 150 ⼈/⽇を超える部分 

：既存路線バスとの競合区間 
※競合区間の輸送量が 150 ⼈/⽇を超える部分 

平⽇ 休⽇
⾞両台数 台
運⾏本数 10 8 便／⽇
1便あたりの運⾏距離 km／便
1⽇あたりの運⾏距離 301.0 240.8 km／⽇
運⾏⽇数 245 119 ⽇
⾛⾏キロあたりの単価 円／km
1⽇あたりの運⾏コスト 69,432 55,545 円／⽇
1⽇あたりの採算乗客数
（現南部循環線の平均⽀
払運賃︓173.3円／⼈）

401 321 ⼈／⽇

17,010,759 6,609,895 円／年
円／年

A'ルート

2

30.1

230.67

1年あたりの運⾏コスト
23,620,654

平⽇ 休⽇
⾞両台数 台
運⾏本数 10 8 便／⽇
1便あたりの運⾏距離 km／便
1⽇あたりの運⾏距離 315.0 252.0 km／⽇
運⾏⽇数 245 119 ⽇
⾛⾏キロあたりの単価 円／km
1⽇あたりの運⾏コスト 72,661 58,129 円／⽇
1⽇あたりの採算乗客数
（現南部循環線の平均⽀
払運賃︓173.3円／⼈）

419 335 ⼈／⽇

17,801,957 6,917,332 円／年
円／年

A'2ルート

2

31.5

230.67

1年あたりの運⾏コスト
24,719,289
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２．運⾏順路の検討 
 運⾏順路は第 2 回会議において報告された、⾼嶺・三和ブロックの移動利便性や地域バランス
等に着⽬した評価指標により選定した順路とする。 
 

運⾏順路 

往路 
 
 
 
 
 
 
 
 

復路 
 
 
 
 
 
 
 

第 2 回交通会議案 
 

⾼
嶺
ブ
ロ
ッ
ク 

南部循環線沿線への
利便性 

 これまでの南部循環線沿線への利便性に⼤きな変化は
ない ○ 

⻄崎・兼城ブロックへ
の移動利便性 

 ⻄崎・兼城ブロックへの移動距離が⽐較的⻑い △ 
いとちゃん mini の移
動需要カバー 

 最も延べ乗客数が多い⾼嶺⇔兼城ブロックの移動距離
が⽐較的⻑い ○ 

市内通勤・通学利⽤時
の利便性 

 これまでどおり既存 81 番線等を⽤いて⽷満・⽔産⾼校
への通学が可能 
 市内通勤の利便性に⼤きな変化はない 

○ 

市外通勤・通学利⽤時
の利便性 

 これまでどおり既存 81 番線等を⽤いて⾼嶺⼊⼝等から
の乗継等により市外への通勤通学が可能 ○ 

三
和
ブ
ロ
ッ
ク 

南部循環線沿線への
利便性 

 これまでの南部循環線沿線への利便性に⼤きな変化は
ない ○ 

⻄崎・兼城ブロックへ
の移動利便性 

 ⻄崎・兼城ブロックには⼤回りや乗継することなく⽐
較的短距離で移動可能 ◎ 

いとちゃん mini の移
動需要カバー 

 最も正味利⽤者数が多い三和⇔兼城ブロックの移動距
離が最短となる ◎ 

市内通勤・通学利⽤時
の利便性 

 ⽔産⾼校最寄りへの移動が⽐較的短くなる 
 ⻄崎・兼城ブロックへの市内通勤利便性が⾼まる ○ 

市外通勤・通学利⽤時
の利便性 

 最北の潮平等での乗換により運賃低減の可能性がある ◎ 

備考・総合評価 
⽐較的バランスが良く⻄崎・兼城から三和ブロックへの観光利⽤
も期待できる ◎ 

ＢＴ 

⽷満バスターミナル 
（起終点） 

●⾼嶺ブロック 

●三和ブロック 

１ 

２ 

３ 
４ 

１ 
２ 

３ 

４ 

END 
START 

START 
END 

5



３．ダイヤの検討 
 前回会議において報告したダイヤに対して、⼀部ルートの変更と琉球バス交通からの助⾔を加
えてダイヤ案を精査した。また、前回同様に３つの指標および追加指標を⽐較した結果、前回案
に⽐べて今回の Aʼ２ルート案が各指標で良い評価結果となっている。 
※本ダイヤ案を基に、引き続き運⾏事業者である琉球バス交通と乗務員・⾞両シフト等について

調整を⾏っていくこととしています。 
 

 
 
・指標 1：南部循環線利⽤者カバー率の試算について 

新南部循環線のルートおよびダイヤにおいて現⾏南部循環線利⽤者の乗降がカバーできる割
合を算出した。なお、1 便⽬は通勤・通学利⽤として現⾏南部循環線の運⾏時刻から前後 30 分
をカバー許容時間として設定し、2 便⽬以降は朝の通勤・通学に⽐較してゆとりを持った移動
での利⽤が多いと考えられることから、前後 1 時間をカバー許容時間として設定した。 
・指標２：デマンドカバー率の試算について 

新南部循環線のルート及びダイヤにおいて、いとちゃん mini デマンドバスの乗降をカバーで
きる割合を算出した。なお、いとちゃん mini デマンドバスは 30 分前の予約が必要であること
から、乗降時刻から前後 30 分をカバー許容時間として設定した。 
 

※指標 1、指標 2 の検討において、新南部循環線沿線のいとちゃん mini デマンドバス停の設定は、
沿線 200m（バス停から Aʼ２ルート案までの道のり）で設定している。 

 
 

真壁・喜屋武 喜屋武・真壁 真壁・喜屋武（三和・⻄崎） 喜屋武・真壁（⻄崎・三和） 真壁・喜屋武（三和・⻄崎） 喜屋武・真壁（⻄崎・三和）
⾼嶺→三和 三和→⾼嶺 ⾼嶺→三和→兼城→⻄崎 ⻄崎→兼城→三和→⾼嶺 ⾼嶺→三和→兼城→⻄崎 ⻄崎→兼城→三和→⾼嶺

5時
6時
7時
8時
9時
10時
11時
12時
13時
14時
15時
16時
17時
18時
19時
20時
21時

◎
三和⾼嶺→⽷満⻄崎

◎
⻄崎→⽷満

◎

出勤・帰宅のどちらとも乗り
継ぎ可能◎

新南部循環線（真壁・喜屋武）
新南部循環線（喜屋武・真壁）

Aʼ２ルート案（今回案）

○
南部循環線利⽤者

カバー率
95.8％

◎ デマンドカバー率
16.1％

出勤・帰宅のどちらとも乗り
継ぎ可能

三和⾼嶺→⽷満⻄崎
◎

⻄崎→⽷満
×

⻄崎→⽷満
◎

追加指標１
通勤で那覇向けの他
路線バスとの乗り継
ぎが可能であること

ー ー ◎

指標３
通勤・通学の利⽤
者が⾒込まれるこ
と

△
三和⾼嶺→⽷満⻄崎

○ ◎

○
南部循環線利⽤者

カバー率
91.7％

指標２
デマンド利⽤者の
多くをカバーでき
ること

× デマンドカバー率
2.1％ ◎ デマンドカバー率

14.1％

運⾏順路

運
⾏
時
間

指標１
南部循環線利⽤者
の多くをカバーで
きること

ー
南部循環線利⽤者

カバー率
100％

現南部循環線 新南部循環線（真壁・喜屋武）
新南部循環線（喜屋武・真壁）

現⾏ Aʼルート案（前回案）

6:10〜7:10

14:50〜15:44

17:25〜18:25

19:00〜19:48

21:00〜21:48

7:20〜8:20

9:00〜9:54

16:00〜16:54

18:30〜19:30

20:00〜20:48

6:25〜7:51

11:00〜12:26

8:50〜10:18

17:00〜18:26

19:30〜20:56

13:30〜14:56

19:30〜20:58

6:45〜8:13

12:30〜13:58

17:30〜18:58

6:25〜7:48

10:30〜11:53

8:50〜10:13

17:00〜18:23

19:30〜20:53

13:30〜14:53

19:00〜20:18

6:45〜8:08

12:30〜13:53

15:15〜16:38
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【Aʼ２ルート ダイヤ案】 

 
 
 
【評価時に⽤いた設定時間】※ダイヤ案表中の⾊に対応 
 

通学利⽤（市内） 始業時間 終業時間 
部活動終了時間 

夏季 冬季 
⽷満⾼校（⽷満ロータリーからの徒歩利⽤を含む） 8:45 16:05 19:30 19:00 
沖縄⽔産⾼校 8:45 16:05 19:30 19:00 

 
 

通勤利⽤（市内） 始業時間 終業時間 
⻄崎４丁⽬（⻄崎⼯業団地） 9:00 16:00 
⽷満市役所 8:30 17:15 

 
 

那覇向け路線バスとの乗継利⽤（市外） 通学・出勤時間 終業時間 
446 番：⾼嶺⼊⼝ 7:54 発 19:25 着 
89 番：潮平 7:54 発 19:40 着 

※那覇市への到着を朝 8 時台、那覇市からの帰宅を 17 時以降として乗継可能な便の有無を検証 
 
 
 
 
 

1便 2便 3便 4便 5便 1便 2便 3便 4便 5便
1 ⽷満バスターミナル 6:45 8:50 12:30 15:15 19:00 1 ⽷満バスターミナル 6:25 10:30 13:30 17:00 19:30
2 ⽷満ロータリー 6:47 8:52 12:32 15:17 19:02 2 ⽷満ロータリー 6:27 10:32 13:32 17:02 19:32
3 ⽷満市役所 6:50 8:55 12:35 15:20 19:05 3 ⽔産⾼校前 6:30 10:35 13:35 17:05 19:35
4 ⽷満⾼校 6:54 8:59 12:39 15:24 19:09 4 ⻄崎４丁⽬ 6:35 10:40 13:40 17:10 19:40
5 ⾼嶺⼊⼝ 6:57 9:02 12:42 15:27 19:12 5 潮平 6:44 10:49 13:49 17:19 19:49
6 ⼤⾥ 6:59 9:04 12:44 15:29 19:13 6 ⻄崎⼊⼝ 6:45 10:50 13:50 17:20 19:50
7 真壁 7:12 9:17 12:57 15:42 19:25 7 ⽷満ロータリー 6:48 10:53 13:53 17:23 19:53
8 ⽶須 7:17 9:22 13:02 15:47 19:29 8 ⽷満市役所 6:51 10:56 13:56 17:26 19:56
9 喜屋武 7:30 9:35 13:15 16:00 19:41 9 喜屋武 7:03 11:08 14:08 17:38 20:08
10 ⽷満市役所 7:43 9:48 13:28 16:13 19:53 10 ⽶須 7:17 11:22 14:22 17:52 20:22
11 ⽷満ロータリー 7:45 9:50 13:30 16:15 19:55 11 真壁 7:22 11:27 14:27 17:57 20:27
12 ⻄崎⼊⼝ 7:49 9:54 13:34 16:19 19:59 12 ⾼嶺⼊⼝ 7:37 11:42 14:42 18:12 20:42
13 潮平 7:50 9:55 13:35 16:20 20:00 13 ⼤⾥ 7:34 11:39 14:39 18:09 20:39
14 ⻄崎４丁⽬ 7:59 10:04 13:44 16:29 20:09 14 ⽷満⾼校 7:40 11:45 14:45 18:15 20:45
15 ⽔産⾼校前 8:03 10:08 13:48 16:33 20:13 15 ⽷満市役所 7:44 11:49 14:49 18:19 20:49
16 ⽷満ロータリー 8:06 10:11 13:51 16:36 20:16 16 ⽷満ロータリー 7:47 11:52 14:52 18:22 20:52
17 ⽷満バスターミナル 8:08 10:13 13:53 16:38 20:18 17 ⽷満バスターミナル 7:48 11:53 14:53 18:23 20:53

喜屋武・真壁回り（⻄崎・三和）A'２
ダイヤ 名 称 真壁・喜屋武回り（三和・⻄崎） A'２

ダイヤ 名 称
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４．バス停位置の検討 
 第 2 回会議で報告したバス停位置に対して、Aʼ２ルート案（今回案）への対応や、新設箇所で
は将来的に変更される可能性が低い名称の再検討を⾏った。結果、1 箇所のバス停が変更「南漁港
⼊⼝」→「⽷満市場前」となり、全体のバス停箇所数は前回と同じく全 62 箇所、うち新規設置が
20 箇所→19 箇所、経由するバス停数は 73 箇所→78 箇所となった。 
Aʼ２ルートにおけるバス停位置図（案） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
バス停位置の検討にあたり考慮した視点 
 
 
 
  

6、8、47、49.潮崎⼊⼝ 

1、78.⽷満バスターミナル 

2、77.⽷満市役所⼊⼝ 

9、46.双⼦橋 
10.親⽥原 

11.稲嶺原⼊⼝ 
12.⽷満⾼校前 

13.照屋 
14.照屋⼊⼝ 

15.⾼嶺⼊⼝ 

16.⼤⾥ 

17.⾼嶺⼩学校前 

18.県営新垣団地⼊⼝ 

19.新垣 

20.真栄平 

21.宇江城 
22.真壁⼊⼝ 

23.北真壁 
24.真壁 

25.真壁⼩学校前 

26.保育所前 

27.南真壁 

28.⽶須 

29.⽶須農協前 
30.⽶須⼊⼝ 

31.ひめゆりの塔前 

32.伊原 
33.伊原⼊⼝ 

34.⼭城⼊⼝ 

35.波平⼊⼝ 

36.⽷洲 

37、41.⼩波蔵 

38、40.喜屋武⼩学校前 

39.喜屋武 

42.名城 

43.南部病院前 

44.真栄⾥⼊⼝ 

45.⽷満郵便局前 

3、76.⽷満市場⼊⼝ 
4、75.⽷満ロータリー 52、74.⽷満⻄区 

53、73.⽩銀堂前 

54、72.⽷満⼊⼝ 

55.⻄崎⼊⼝ 

56.潮平 
57.潮平（北） 

58.⻄崎近隣公園前 
59.⻄崎中学校前 

60.⻄崎ニュータウン 

61.光洋⼩学校⼊⼝ 

62.親⽔公園前 
63.⻄崎運動公園（南） 
64.⻄崎交差点前 

65.⻄崎ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ場⼊⼝ 

66.⻄崎４丁⽬ 

67.⻄崎みなと公園前 
68.道の駅いとまん前 

69.⻄崎特別⽀援学校前 
70.沖⽔グラウンド前 

71.⽔産⾼校前 

1. バス停間の距離は 400m 程度を目安に設定 

※現行南部循環線の平均バス停間隔：約 470m、81 番線（糸満市内）の平均バス停間隔：約 430m、

89 番線（糸満市内）の平均バス停間隔：約 380m 

2. いとちゃん mini デマンドバスのバス停位置を考慮して設定 

3. 公共施設や商業施設の位置を考慮して設定 

4. 安全性（交差点からの距離、路肩の状況等）を考慮して設定 

5、50.⽷満市場前 

7、48.⽷満市役所 

凡例
ー：A'２ルート
●：既存路線バスのバス停
●：新規設置バス停
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Aʼ２ルートにおけるバス停（案）⼀覧表 

 
※  ：新規設置が必要となるバス停 

既存路線バス
のバス停

新規設置が必
要なバス停

1 ⽷満バスターミナル 〇 0.0 0.0
2 ⽷満市役所⼊⼝ 〇 0.1 0.1
3 ⽷満市場⼊⼝ 〇 0.4 0.3
4 ⽷満ロータリー 〇 0.7 0.3
5 ⽷満市場前 〇 0.9 0.2
6 潮崎⼊⼝ 〇 1.4 0.5
7 ⽷満市役所 〇 1.7 0.3
8 潮崎⼊⼝ 〇 2.0 0.3
9 双⼦橋 ※市道側 〇 2.3 0.3
10 親⽥原 〇 2.7 0.4
11 稲嶺原⼊⼝ 〇 3.0 0.3
12 ⽷満⾼校前 〇 3.2 0.2
13 照屋 〇 3.5 0.3
14 照屋⼊⼝ 〇 3.9 0.4
15 ⾼嶺⼊⼝ 〇 4.4 0.5
16 ⼤⾥ 〇 5.4 1.0
17 ⾼嶺⼩学校前 〇 5.6 0.2
18 県営新垣団地⼊⼝ 〇 6.6 1.0
19 新垣 〇 7.1 0.5
20 真栄平 〇 8.2 1.1
21 宇江城 〇 8.6 0.4
22 真壁⼊⼝ 〇 9.6 1.0
23 北真壁 〇 9.7 0.1
24 真壁 〇 10.1 0.4
25 真壁⼩学校前 〇 10.3 0.2
26 保育所前 〇 10.5 0.2
27 南真壁 〇 10.8 0.3
28 ⽶須 〇 12.0 1.2
29 ⽶須農協前 〇 12.2 0.2
30 ⽶須⼊⼝ 〇 12.5 0.3
31 ひめゆりの塔前 〇 12.8 0.3
32 伊原 〇 13.4 0.6
33 伊原⼊⼝ 〇 13.6 0.2
34 ⼭城⼊⼝ 〇 13.9 0.3
35 波平⼊⼝ 〇 14.5 0.6
36 ⽷洲 〇 14.9 0.4
37 ⼩波蔵 〇 15.7 0.8
38 喜屋武⼩学校前 〇 17.1 1.4

番号 バス停名称（案）
バス停設置区分

ルート延⻑
（m）

バス停間距離
（m）

真壁・喜屋武回り（三和・⻄崎）
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※  ：新規設置が必要となるバス停 

既存路線バス
のバス停

新規設置が必
要なバス停

39 喜屋武 〇 17.2 0.1
40 喜屋武⼩学校前 〇 17.3 0.1
41 ⼩波蔵 〇 18.7 1.4
42 名城 〇 19.0 0.3
43 南部病院前 〇 19.8 0.8
44 真栄⾥⼊⼝ 〇 20.3 0.5
45 ⽷満郵便局前 〇 20.9 0.6
46 双⼦橋 〇 21.2 0.3
47 潮崎⼊⼝ 〇 21.5 0.3
48 ⽷満市役所 〇 21.8 0.3
49 潮崎⼊⼝ 〇 22.1 0.3
50 ⽷満市場前 〇 22.6 0.5
51 ⽷満ロータリー 〇 22.8 0.2
52 ⽷満⻄区 〇 23.0 0.2
53 ⽩銀堂前 〇 23.2 0.2
54 ⽷満⼊⼝ 〇 23.5 0.3
55 ⻄崎⼊⼝ 〇 24.2 0.7
56 潮平 〇 24.5 0.3
57 潮平（北） 〇 24.8 0.3
58 ⻄崎近隣公園前 〇 25.1 0.3
59 ⻄崎中学校前 〇 25.4 0.3
60 ⻄崎ニュータウン 〇 25.6 0.2
61 光洋⼩学校⼊⼝ 〇 26.2 0.6
62 親⽔公園前 〇 26.5 0.3
63 ⻄崎運動公園（南） 〇 26.7 0.2
64 ⻄崎交差点前 〇 27.0 0.3
65 ⻄崎パークゴルフ場⼊⼝ 〇 27.5 0.5
66 ⻄崎４丁⽬ 〇 27.9 0.4
67 ⻄崎みなと公園前 〇 28.3 0.4
68 道の駅いとまん前 〇 28.6 0.3
69 ⻄崎特別⽀援学校前 〇 29.2 0.6
70 沖⽔グラウンド前 〇 29.4 0.2
71 ⽔産⾼校前 〇 29.6 0.2
72 ⽷満⼊⼝ 〇 30.0 0.4
73 ⽩銀堂前 〇 30.4 0.4
74 ⽷満⻄区 〇 30.6 0.2
75 ⽷満ロータリー 〇 30.7 0.1
76 ⽷満市場⼊⼝ 〇 30.9 0.2
77 ⽷満市役所⼊⼝ 〇 31.2 0.3
78 ⽷満バスターミナル 〇 31.3 0.1

真壁・喜屋武回り（三和・⻄崎）

番号 バス停名称（案）
バス停設置区分

ルート延⻑
（m）

バス停間距離
（m）
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４-1．新規での設置が必要となるバス停位置について 
 新規設置が必要となる 19 個所のバス停について、詳細な位置図及び概略の設置場所（案）を
以下に⽰す 
 
新設バス停位置図（詳細） 

 
 

 
 

9,46.双⼦橋（両回り） 

10.親⽥原（両回り） 

11.稲嶺原⼊⼝（両回り） 

12.⽷満⾼校前（両回り） 

71.⽔産⾼校前 
（真壁・喜屋武回り） 

70.沖⽔グラウンド前（両回り） 

61.光洋⼩学校⼊⼝ 
（真壁・喜屋武回り） 

62.親⽔公園前 
（真壁・喜屋武回り） 

64.⻄崎交差点前（両⽅向） 

57.潮平（北） 
（両回り） 

58.⻄崎近隣公園前（両回り） 

59.⻄崎中学校前（両回り） 

60.⻄崎ニュータウン（両回り） 

63.⻄崎運動公園（南）（両⽅向） 

65.⻄崎パークゴルフ場⼊⼝ 
（両⽅向） 

66.⻄崎４丁⽬（両⽅向） 

67.⻄崎みなと公園前（両⽅向） 

68.道の駅いとまん前 
（喜屋武・真壁回り） 

69.⻄崎特別⽀援学校前（両回り） 
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5. 双⼦橋（市道側） 
【真壁・喜屋武回り（三和・⻄崎）】 

 
バス停位置検討の視点、注意点等 
 
 
 
【喜屋武・真壁回り（⻄崎・三和）】 

 
バス停位置検討の視点、注意点等 
 
 

・視点 2：いとちゃん mini デマンドバスのバス停「I-24 アサヒ⻭科医院前」が設置済み 
※今後名称統⼀に向けて調整 

・視点 2：いとちゃん mini デマンドバスのバス停「I-24 アサヒ⻭科医院前」を考慮して設定 
・視点 4：交差点から 15m 以上の離隔を確保 
・⽷満警察署からの助⾔：道路管理者（市）とのガードパイプ撤去調整等が必要 

いとちゃんデマンドバスのバス停：
アサヒ⻭科医院前 
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6. 親⽥原 
【真壁・喜屋武回り（三和・⻄崎）】 

 
バス停位置検討の視点、注意点等 
 
 
 
 
【喜屋武・真壁回り（⻄崎・三和）】 

 
バス停位置検討の視点、注意点等 
 
 

・視点 2：いとちゃん mini デマンドバスのバス停「I-16 親⽥原団地」を考慮して設定 
※今後名称統⼀に向けて調整 

・視点 4：交差点から 15m 以上の離隔を確保 

・視点 2：いとちゃん mini デマンドバスのバス停「I-16 親⽥原団地」を考慮して設定 
・視点 4：交差点から 15m 以上の離隔を確保 
・⽷満警察署からの助⾔：道路管理者（市）とのガードパイプ撤去調整等が必要 
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7. 稲嶺原⼊⼝ 
【真壁・喜屋武回り（三和・⻄崎）】 

 
バス停位置検討の視点、注意点等 
 
 
 
 
【喜屋武・真壁回り（⻄崎・三和）】 

 
バス停位置検討の視点、注意点等 
 
  

・視点 2：いとちゃん mini デマンドバスのバス停「I-15 新屋敷区⾃治会館」、「I-25 サンエー
⽷満⾷品館」を考慮して設定 ※今後名称統⼀に向けて調整 

・視点 4：交差点から 15m 以上の離隔を確保 

・視点 2：いとちゃん mini デマンドバスのバス停「I-15 新屋敷区⾃治会館」、「I-25 サンエー
⽷満⾷品館」を考慮して設定 

・視点 4：交差点から 15m 以上の離隔を確保 
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8. ⽷満⾼校前 
【真壁・喜屋武回り（三和・⻄崎）】 

バス停位置検討の視点、注意点等 
 
 
 
 
 
【喜屋武・真壁回り（⻄崎・三和）】 

 
バス停位置検討の視点、注意点等 
 
 

・視点 2：いとちゃん mini デマンドバスのバス停「I-17 ⽣涯学習⽀援センター」を考慮して
設定 

・視点 3：⽷満⾼校の利⽤者を考慮して設定 
・視点 4：交差点から 15m 以上の離隔を確保 

・視点 2：いとちゃん mini デマンドバスのバス停「I-17 ⽣涯学習⽀援センター」を考慮して
設定 

・視点 3：⽷満⾼校の利⽤者を考慮して設定 
・視点 4：交差点から 15m 以上の離隔を確保 
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52. 潮平（北） 
【真壁・喜屋武回り（三和・⻄崎）】 

 
バス停位置検討の視点、注意点等 
 
 
 
 
【喜屋武・真壁回り（⻄崎・三和）】 

 
バス停位置検討の視点、注意点等 
 
  

・視点 2：いとちゃん mini デマンドバスのバス停「K-39 南部整形外科」を考慮して設定 
 ※今後名称統⼀に向けて調整 
・視点 4：交差点から 15m 以上の離隔を確保 

・視点 2：いとちゃん mini デマンドバスのバス停「K-39 南部整形外科」を考慮して設定 
・視点 4：交差点から 15m 以上の離隔を確保 
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53. ⻄崎近隣公園前 
【真壁・喜屋武回り（三和・⻄崎）】 

 
バス停位置検討の視点、注意点等 
 
 
 
 
【喜屋武・真壁回り（⻄崎・三和）】 

 
バス停位置検討の視点、注意点等 
 

・視点 2：いとちゃん mini デマンドバスのバス停「N-20 ファミリーマート⻄崎六丁⽬店」を
考慮して設定 

・視点 4：右折帯への移⾏距離を確保 

・視点 2：いとちゃん mini デマンドバスのバス停「N-20 ファミリーマート⻄崎六丁⽬店」を
考慮して設定 
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54. ⻄崎中学校前 
【真壁・喜屋武回り（三和・⻄崎）】 

 
バス停位置検討の視点、注意点等 
 
 
 
【喜屋武・真壁回り（⻄崎・三和）】 

 
バス停位置検討の視点、注意点等 
 
  

・視点 3：⻄崎中学校の利⽤者を考慮して設定 
・視点 4：交差点から 15m 以上の離隔を確保 

・視点 3：⻄崎中学校の利⽤者を考慮して設定 
・視点 4：交差点から 15m 以上の離隔を確保 
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55. ⻄崎ニュータウン 
【真壁・喜屋武回り（三和・⻄崎）】 

 
バス停位置検討の視点、注意点等 
 
 
 
 
【喜屋武・真壁回り（⻄崎・三和）】 

 
バス停位置検討の視点、注意点等 
 

・視点 2：いとちゃん mini デマンドバスのバス停「N-14 ⻄崎ニュータウン集会所」、「N-21 
ファミリーマート⽷満⻄崎三丁⽬」を考慮して設定 

・視点 4：交差点から 15m 以上の離隔を確保 

・視点 2：いとちゃん mini デマンドバスのバス停「N-14 ⻄崎ニュータウン集会所」、「N-21 
ファミリーマート⽷満⻄崎三丁⽬」を考慮して設定 

・視点 4：交差点から 15m 以上の離隔を確保 
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56. 光洋⼩学校⼊⼝ 
【真壁・喜屋武回り（三和・⻄崎）】 

 
バス停位置検討の視点、注意点等 
 
 
 
 
【喜屋武・真壁回り（⻄崎・三和）】 

 
バス停位置検討の視点、注意点等 
 
 

※反対⽅向の既存バス停へ対応するバス停として設定 
・視点 4：交差点から 15m 以上の離隔を確保 
・⽷満警察署からの助⾔：路上駐⾞が多い地域のため対策（注意喚起等）が必要 

※喜屋武回り・真壁については、既存バス停あり 
・⽷満警察署からの助⾔：路上駐⾞が多い地域のため、対策（注意喚起等）が必要 

既存バス停：光洋⼩学校⼊⼝ 
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57. 親⽔公園前 
【真壁・喜屋武回り（三和・⻄崎）】 

 
バス停位置検討の視点、注意点等 
 
 
 
 
【喜屋武・真壁回り（⻄崎・三和）】 

 バス停位置検討の視点、注意点等 
 
 
 

※反対⽅向の既存バス停へ対応するバス停として設定 
・視点 4：交差点から 15m 以上の離隔を確保 
・待合場所となりうる上屋やベンチ近くに設定 

※喜屋武回り・真壁については、既存バス停あり 

既存バス停：親⽔公園前 

既存バス停：親⽔公園前 
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58. ⻄崎運動公園（南） 
【真壁・喜屋武回り（三和・⻄崎）】 

 
バス停位置検討の視点、注意点等 
 
 
 
【喜屋武・真壁回り（⻄崎・三和）】 

 
バス停位置検討の視点、注意点等 
 
 
 
 
 

・視点 3：⻄崎団地および⻄崎運動公園の利⽤者を考慮して設定 
・視点 4：交差点から 15m 以上の離隔を確保 

・視点 3：⻄崎団地および⻄崎運動公園の利⽤者を考慮して設定 
・視点 4：交差点から 15m 以上の離隔を確保 
※路肩に既設ポールあり 
・⽷満警察署からの助⾔：道路管理者（市）とのポール撤去調整等が必要 
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59. ⻄崎交差点前 
【真壁・喜屋武回り（三和・⻄崎）】 

 
バス停位置検討の視点、注意点等 
 
 
 
 
【喜屋武・真壁回り（⻄崎・三和）】 

 
バス停位置検討の視点、注意点等 
 
 
 
 

・視点 2：いとちゃん mini デマンドバスのバス停「N-9 ファミリーマート⻄崎運動公園前」
を考慮して設定 

・視点 4：交差点から 15m 以上の離隔を確保 

・視点 2：いとちゃん mini デマンドバスのバス停「N-9 ファミリーマート⻄崎運動公園前」
を考慮して設定 

※現況では植栽帯が連続しており、バス停設置スペースの確保が必要 
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60. ⻄崎パークゴルフ場⼊⼝ 
【真壁・喜屋武回り（三和・⻄崎）】 

 
バス停位置検討の視点、注意点等 
 
 
 
【喜屋武・真壁回り（⻄崎・三和）】 

 
バス停位置検討の視点、注意点等 
 
 
 
 

・視点 2：いとちゃん mini デマンドバスのバス停「N-19 まさひろギャラリー」を考慮して設
定 

・視点 2：いとちゃん mini デマンドバスのバス停「N-19 まさひろギャラリー」を考慮して設
定 

※現況では植栽帯が連続しており、バス停設置スペースの確保が必要 
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61. ⻄崎４丁⽬ 
【真壁・喜屋武回り（三和・⻄崎）】 

 
バス停位置検討の視点、注意点等 
 
 
 
【喜屋武・真壁回り（⻄崎・三和）】 

 
バス停位置検討の視点、注意点等 
 
 

・視点 2：いとちゃん mini デマンドバスのバス停「N-16 サンサンキッチン前」を考慮して設
定 

・視点 2：いとちゃん mini デマンドバスのバス停「N-16 サンサンキッチン前」を考慮して設
定 
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62. ⻄崎みなと公園前 
【真壁・喜屋武回り（三和・⻄崎）】 

 
バス停位置検討の視点、注意点等 
 
 
 
【喜屋武・真壁回り（⻄崎・三和）】 

 
バス停位置検討の視点、注意点等 
 
 

・視点 1：バス停間距離を考慮して設定 

・視点 1：バス停間距離を考慮して設定 
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63. 道の駅いとまん前 
【真壁・喜屋武回り（三和・⻄崎）】 

 
バス停位置検討の視点、注意点等 
 
 
 
【喜屋武・真壁回り（⻄崎・三和）】 

 
バス停位置検討の視点、注意点等 
 
 

・視点 2：いとちゃん mini デマンドバスのバス停「N-17 道の駅いとまん前」が設置済み 
・待合場所となりうる上屋やベンチあり 

・視点 2：いとちゃん mini デマンドバスのバス停「N-17 道の駅いとまん前」を考慮して設定 
・⽷満警察署からの助⾔：他路線バスが対向側バス停に停⾞した際の影響を確認、位置調整 

いとちゃんデマンドバスのバス停：
道の駅いとまん前 
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64. ⻄崎特別⽀援学校前 
【真壁・喜屋武回り（三和・⻄崎）】 

 
バス停位置検討の視点、注意点等 
 
 
 
【喜屋武・真壁回り（⻄崎・三和）】 

 
バス停位置検討の視点、注意点等 
 
 

・視点 3：⻄崎特別⽀援学校の利⽤者を考慮して設定 
・視点 4：交差点から 15m 以上の離隔を確保 

・視点 3：⻄崎特別⽀援学校の利⽤者を考慮して設定 
・視点 4：交差点から 15m 以上の離隔を確保 
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65. 沖⽔グラウンド前 
【真壁・喜屋武回り（三和・⻄崎）】 

 
バス停位置検討の視点、注意点等 
 
 
 
 
【喜屋武・真壁回り（⻄崎・三和）】 

 
バス停位置検討の視点、注意点等 
 
 
 

・視点 2：いとちゃん mini デマンドバスのバス停「N-8 ファミリーマート⻄崎沖⽔前店」を
考慮して設定 

・視点 4：交差点から 15m 以上の離隔を確保 

・視点 2：いとちゃん mini デマンドバスのバス停「N-8 ファミリーマート⻄崎沖⽔前店」を
考慮して設定 
・視点 4：交差点から 15m 以上の離隔を確保、右折帯への移⾏距離を確保 
・⽷満警察署からの助⾔：路上駐⾞が多い地域のため、対策（注意喚起等）が必要 
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66. ⽔産⾼校前 
【真壁・喜屋武回り（三和・⻄崎）】 

 
バス停位置検討の視点、注意点等 
 
 
 
【喜屋武・真壁回り（⻄崎・三和）】 

 
バス停位置検討の視点、注意点等 
 
 

※真壁・喜屋武回り（三和・⻄崎）については、既存バス停あり 

※反対⽅向の既存バス停へ対応するバス停として設定 
・視点 3：沖縄⽔産⾼校の利⽤者を考慮して設定 
・視点 4：交差点から 15m 以上の離隔を確保 

既存バス停：⽔産⾼校前 
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５．運賃設定の検討 
 ⽷満市内の公共交通の現状は、路線定期運⾏の「南部循環線（両回り計 10 便／⽇）」の利⽤者
が年々減少しているなか、区域運⾏（デマンド）である「いとちゃん mini（毎⽇ 9 時〜17 時 3
台運⾏）」では年間約 1,500 件のお断り（予約不可）が発⽣しているなど飽和状態にある。 

 

 
 いとちゃん mini の実績は H27：202 ⽇、H28：254 ⽇、H29：運⾏無し、H30：365 ⽇、R1：365 ⽇

の集計であり、その他運⾏エリアや時間帯等も年度により違いがある 
 南部循環線は H30 年 10 ⽉より減便（両回り計 20 便→10 便） 

 
上記を踏まえ、R3.10 の市内公共交通再編では「これまで蓄積されたいとちゃん mini の利⽤

動向を踏まえて、現在の南部循環線を市⺠の移動ニーズにあった運⾏ルートやダイヤ、運賃体系
に⾒直すことで新たな利⽤者を掘り起こすと同時に、①いとちゃん mini の利⽤者を新たな南部
循環線に転換させることで飽和状態を解消し、②これら市内公共交通の役割分担等を適正化す
る」ことを最⼤の⽬的としている。 

 
５-1．運賃設定に向けた検討の視点 

 
【視点】いとちゃん mini から南部循環線への転換促進と運賃・役割分担の適正化 

第 2 回交通会議の例⽰（下表参照）により、新たな南部循環線においてこれまで同様に「対キ
ロ区間制運賃」を適⽤した場合、乗⾞距離が⻑くなるにつれていとちゃん mini の運賃を上回る
ケースが多くなることが明らかとなった。 

 
▼表 新たな南部循環線における運賃設定例（上限運賃：対キロ区間制の場合） 

 
 

本来、南部循環線（路線定期）はいとちゃん mini（デマンド）に⽐べて最寄りバス停までの
徒歩移動距離が⻑くなるとともに、ダイヤ以外の時間帯の移動が制約されるなど利⽤しづらい⾯
も多いことから、より安価に運賃を設定しなくては⽬的としている「いとちゃん mini から南部
循環線への転換」は期待できない。 

また、運賃設定にあたってはサービス⽔準や特性等を踏まえた役割分担が⾏えるよう「タクシ
ー ＞ デマンド交通 ＞ 路線バス」の順に安価になっていくことが原則とされており、いとちゃ

27,536
25,081

28,248
26,683

18,297

10,219

5,092

12,861

18,705

23,765

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

H26 H27 H28 H29 H30 R1

輸送実績の推移（単位：⼈）

南部循環線 いとちゃんmini

⽶須　発　→ ひめゆり ⼩波蔵 真栄⾥
⼊⼝ ロータリー 潮平 ⻄崎ニュー

タウン
道の駅
いとまん

沖縄
⽔産 ロータリー ⽷満BT

新南部循環線 160 240 300 370 410 450 560 610 370 370

いとちゃんmini 300 400 500 400
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ん mini の運賃も当時の市内路線バスの運賃やタクシー料⾦に基づいて設定されている。  
しかし、今回南部循環線を延伸することで⽷満バスターミナルでの乗り換え無しに市内を⻑距

離移動できるようになったことから、⼀般的な対キロ区間制による運賃設定ではバランスが崩れ
てしまう状況となっており、改めて運賃・役割の適正化を図る必要がある。 

以上の視点から、⼀般的な「対キロ区間制運賃」に拘わらず、南部循環線の再編に合わせた域
内公共交通の利⽤促進や役割分担の再設定を⽬的とした運賃設定の⾒直しについて検討を⾏う。 

 
５-２．運賃⾒直しにおける留意点 
 南部循環線の運⾏区間の⼀部は、他の路線バスと重複しており、運賃を⾒直す際には南部循環
線のみの検討を⾏うのではなく、重複区間がある路線バスとの「重複する路線との運賃差」「重
複する路線の収⽀への影響」などにも留意する必要がある。 

具体的には、現在は⼀部路線が重複している 81 番向陽⾼校線・82 番⽟泉洞⽷満線とは、重複
区間の運賃が同額になるよう揃えられている。そのため、南部循環線のみ運賃⾒直しを⾏ってし
まうと「重複する路線との運賃差」が⽣じ、結果的に「重複する路線の収⽀への影響」が発⽣す
る可能性がある。 

そこで、運賃差が⽣じないように 81 番向陽⾼校線・82 番⽟泉洞⽷満線も運賃⾒直しを⾏うこ
とも考えられる。ただし、制度上南部循環線の運賃は⽷満市地域公共交通会議における協議で柔
軟な運賃設定が可能である⼀⽅、市域をまたぐ路線である 81 番向陽⾼校線・82 番⽟泉洞⽷満線
は、⽷満市地域公共交通会議における協議・合意のみでは決定することができず、運賃設定には
⼀定の制約が⽣じる。 

また、81 番向陽⾼校線・82 番⽟泉洞⽷満線の運賃を南部循環線に合わせて下げることが可能
な場合であっても「重複する路線の収⽀への影響」について、バス事業者等との調整が必要であ
る。特に 82 番⽟
泉洞⽷満線につ
いては⽷満市、
⼋重瀬町、南城
市をまたいで運
⾏する路線であ
り、国、県、三
市町で協調して
運⾏補助を⾏っ
ている。そのた
め、バス事業者
に加え多くの関
係機関との⼗分
な調整が必要に
なる。 
 
 
 
 
 
 

81 

82 

330円 

210円 

160円 

370円 

330円 

280円 

220円 

160円 

370円 

南部循環線沿線運賃

160円

▲ 南部循環線と⼀部重複する路線（81 番、82 番） 
※⾦額は⽷満 BT からの運賃 
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５-３．運賃⾒直しの⽅向性 
これまでの視点や留意点を踏まえ、下記 3 つの⽅向性について整理した。「5-1 運賃設定に向

けた検討の視点」からは、Ａ案が最も望ましい。⼀⽅、「5-2 運賃⾒直しにおける留意点」から
は、Ｃ案が最も対応できる可能性があることが分かった。 

 
（現在の運賃：160 円〜440 円の対キロ区間制） 

⽅向性 
運賃制度 

（⼤⼈運賃） 
特 徴 課 題 

Ａ
案 

200 円 
均⼀制  

 分かり易い 

 いとちゃん mini に
⽐べ割安感がある 

 

・ 「重複する路線との運賃差」が⽣じてし
まう 

※重複路線の運賃を A 案に合わせるこ
とが制度上難しい 

・ 「重複する路線の収⽀への影響」につい
て、関係機関と調整する必要がある 

・ 現在 200 円未満で利⽤している⼈は負
担が増える 

Ｂ
案 

200 円 
250 円 
300 円 

特殊区間制 
（段階運賃） 

 ⼀ 定 の 分 か り 易 さ
がある 

 いとちゃん mini に
⽐ べ ⼀ 定 の 割 安 感
がある 

 距 離 に よ っ て 運 賃
差 が あ る た め ⼀ 定
の公平性がある 

 

 「重複する路線との運賃差」が⽣じてし
まう 

※重複路線の運賃を B 案に合わせるこ
とが制度上難しい 

 「重複する路線の収⽀への影響」につい
て、関係機関と調整する必要がある 

 現在 200 円未満で利⽤している⼈は負
担が増える 

 区間設定（段階運賃）について不公平感
が⽣じないように配慮する必要がある 

Ｃ
案 

160〜350 円 
対キロ区間制 
（上限設定） 

 いとちゃん mini に
⽐ べ ⼀ 定 の 割 安 感
がある 

 距 離 に よ っ て 運 賃
差 が あ る た め ⼀ 定
の公平性がある 

 「重複する路線との運賃差」が⽣じてし
まう 

※ただし、重複路線の運賃と C 案を合
わせることができる可能性がある 

 「重複する路線の収⽀への影響」につい
て、関係機関と調整する必要がある 

 運賃設定によっては、割安感が感じられ
ず、利⽤が促進されない可能性がある。 
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【参考】県内における均⼀運賃の事例 
 

路線名等 
均⼀運賃
（⼤⼈） 

運⾏主体 

⽯垣空港〜港路線バス 500 円 （⺠間）カリー観光 

多良間村営バス 400 円 （⾃家⽤有償）多良間村 

座間味村営バス 300 円 （⾃家⽤有償）座間味村 

N バス 300 円 （コミュニティバス）南城市 

パルコシティシャトルバス 300 円 （⺠間）カリー観光 

那覇市内線（1〜18 番、⼀部除く） 240 円 （⺠間）那覇バス株式会社 

沖縄市循環バス 200 円 （コミュニティバス）沖縄市 

C−BUS 200 円 （コミュニティバス）北⾕町 

護佐丸バス 200 円 （コミュニティバス）中城村 

鳳バス 200 円 （コミュニティバス）読⾕村 

105 番 豊⾒城市内⼀周線 160 円 （国協調補助路線）豊⾒城市 
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